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第 3 章 社会科教科観の確立を図る研修 
－H. Lynn エリクソンによる実践支援の場合－  
本章では，社会科教科観の確立を図る研修のあり方を解明した。 
具体的な検討事例としては，教育コンサルタントの H. Lynn エリクソンによる教員研修
（実践支援）の取組を分析した。エリクソンは，「概念に基づくカリキュラムと指導」と呼
ばれるカリキュラム設計論を提唱する民間の教育コンサルタントである。 
分析を補完するために，エリクソンに紹介を受けた社会科教師の Ayo. P マグウッドと，























第 4 章 社会科教科観の拡張を図る研修 
－PASS プログラムの場合－   
本章では，社会科教科観の拡張を図る研修のあり方を解明した。 
具体的な検討事例としては，NCSS が提供している『パワフルかつオーセンティックな
社会科：教師のための職能開発プログラム(Powerful and Authentic Social Studies：A 
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